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自然災害発生時の社会基盤復旧や企業対応情報など地域経済復旧に係る情報

の蓄積は，将来おこりうる災害に対して企業生産への影響・地域経済への影響

を極小化する策を講じていくために非常に重要である．本研究では，2004 年の

新潟県中越地震発生後に中越地域の企業・事業所を対象に実施した復旧調査の

データを分析し，その特性を明らかにすることを目的とする．具体的な例とし

て，電力・水道・ガスといった供給系ライフラインの途絶に対する地域産業の

耐性や生産回復力（レジリエンシー）があげられる．本研究の分析結果は，個々

の企業に災害発生時の事業継続への示唆を与えるばかりでなく，応用一般均衡

モデルなどの経済被害推計モデルを通して政策分析の場における有用な防災計

画情報ともなりうる点で意義深い．  

 

 


